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【説明資料】 自動車リサイクル会議資料
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板ガラスはリサイクルできる素材
です

まず最初に!



１．一般社団法人 板硝子協会のご紹介
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一般社団法人 板硝子協会
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■事業目的
板硝子産業の健全な発展をはかり、経済の繁栄と生活
環境の向上を促し、また国際交流の増進に寄与する。

■沿革
昭和22年 設立
昭和62年 安全硝子普及推進協議会発足
平成 ５年 機能ガラス普及促進協議会に改組
平成 ９年 板硝子協会50周年
平成10年 第1回板ガラスフォーラム開催
平成12年 ガラス産業協議会（GIC)発足
令和 ５年 一般社団法人へ改組

■板硝子協会役員（令和７年6月13日現在）

会⾧ :森 茂樹 （日本板硝子執行役会⾧）

副会⾧ :島村琢哉 （AGC取締役兼会⾧ ）

副会⾧ :川瀬将昭 （セントラル硝子プロダクツ代表取締役社⾧）

常任理事:吉羽重樹 （AGC執行役員）

常任理事:宮之本昭二（日本板硝子常務執行役員）

常任理事:川北泰三 （セントラル硝子プロダクツ常務執行役員）

専務理事:深川祐一
理事 :鳴島孝至 （AGC執行役員）

理事 :小岐須智浩（日本板硝子常務執行役員）

理事 :瀬古雅裕 （セントラル硝子プロダクツ取締役）

特任理事:伊東弘之
監事 :塩川智之 （AGC常務執行役員）

監事 :相浦 宏 （日本板硝子執行役常務）

監事 :岡村真一 （セントラル硝子プロダクツ専務取締役）



２．板ガラスの製造方法
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原料

混練
溶解

ﾌﾛｰﾄ

ﾊﾞｽ
徐冷 洗浄 乾燥 切断 検査 梱包 出荷

原料投入・溶解窯

フロートバス

切断・検査・梱包

板ガラスの製造法

１．フロート法⇒透明板ガラス
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原料投入・溶解窯

徐冷窯

切断・検査・梱包

成型（ロールアウトマシン）

板ガラスの製造法

２．ロールアウト法⇒型板ガラス（不透視）・網入りガラス



板ガラス製造原料
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３．板ガラスリサイクル検討の背景

～なぜ今、リサイクルを実現しなければならないのか～
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板ガラスをリサイクルする目的
⇒カーボンニュートラル＆資源確保（経済安保）
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バージン原料削減によるエンボディドカーボン極小化効果
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ガラス製品のマテリアルフロー（現状把握）

1．東京大学清家研究室調査 2．2021年実績 3．単位:Kton 12

※カレットの呼称
プレカレット

 ポストカレット
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ポストカレットの建築用板ガラス原料へのリサイクルには特別な取り
扱いが必要

注意!



板ガラス製造原料と致命的な異物混入の影響

14

珪砂 SiO2

ソーダ灰 Na2CO3

苦灰石 CaCO3･MgCO3

石灰石 CaCO3

⾧石 (K,Na)AlSi3O8

ぼう硝 Na2SO4

ガラス屑(カレット)

溶
解

調
合

清
澄

成
型

切
断

徐
冷

検
査

強化

合わせ

板ガラス製造工程

板ガラス加工工程

複層
梱
包
・
出
荷

廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル

循環カレット
プレカレット

ポストカレット

使

用

製
品
組
立
・
建
設

金属アルミニウム製品、粉 が、回収カレットに混入すると…

3･SiO2＋ 4･Al → 3･Si +2･ Al2O3

溶融板ガラス中に金属シリコン粒が形成!
ガラスと金属シリコンの熱膨張率の大きな差から

徐冷工程でガラスが割れて生産できない!

金属ニッケルを含むステンレス片や粉が、回収カレットに混入すると…
溶融ガラス中に硫化ニッケルNiSの融滴生成
ガラスに溶けにくいので、0.01~0.2mmのNiS結晶として製品に残ると

強化工程で高温形態のまま製品に残る可能性
↓

徐々に低温形態移行しサイズ変化＝突発破損!



【ガラス種類による分別が必要】
例えば

①透明ガラス ②模様付ガラス ③色付きガラス ④網入りガラス
⑤複層ガラス、合せガラスに分別する

【金属分を混入させない取り扱いが必要】
• ニッケル、アルミニウムといった金属については『工具』や『貯留容器』にも
使用不可

• ガラス以外の異物や砂、ほこり等を混入させない管理が必要
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《ポストカレット利用にあたっての条件》



４．サステナビリティ特別委員会の活動
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総 会

理事会

建築委員会 輸送機材委員会 規格委員会 環境・技術委員会 税制委員会
資源エネルギー物流

委員会

一般社団法人板硝子協会 組織図

運営委員会 サステナビリティ特別
委員会

広報委員会

令和７年6月現在



サステナビリティ特別委員会の組織と体制 2025年2月現在
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サステナビリティ特別委員会
委員⾧:板硝子協会会⾧ 森 重樹

ホールライフカーボン部会
主査:芝浦工業大学 秋元教授

部会⾧:久田 隆司

板ガラスリサイクル・再資源化部会
主査:東京大学 清家教授
部会⾧（代行）:伊東弘之

オペレーショナルカーボン分科会
リーダー:西川祥子

エンボディドカーボン分科会
リーダー:津田康孝

技術分科会
リーダー:工藤 透

制度分科会
リーダー（代行）:伊東弘之



５．自動車用ガラスリサイクルの取組

～J-FAR実証事業による～
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J-FAR実証事業の目的
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J-FAR実証事業推進体制
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J-FAR実証事業スケジュール
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2025下期 2025上期 2024下期 2024上期 調査項目 

  ●策定
自動車ガラスの板ガラス等向け再生原料仕様に関する基準案策定 

（調査・基準案策定）

●品質確認●回収●品質確認 ●回収 
自動車由来のガラスカレット品質確認（２回実施）
（自動車ガラスの回収と品質確認 試験）

 ●検討 ●検討  再生原料基準と自動車ガラス回収ガイドライン検討 

 

●活動期間中、委員会の開催、報告会、コンソーシアム構築に向けた活動を実施

●再生原料仕様の基準案を策定し、２０２４年度、２０２５年度の各１回、回収と品質確認試験を実施、ガイドラインの見直しを検討



約200台分のＥＬＶ回収を行い、2.8ｔ分の自動車用ガラスを回収しカレット品質の調査・確認を実施
※内訳 フロントガラス1.1ｔ、サイドガラス0.4ｔ、リアガラス1.3ｔ

１．《参加事業者》

２．《実証試験の内容》

解体事業者

ガラス回収事業者

板ガラスメーカー

ツルオカ
（栃木県小山市）

TRE
（東京都江東区）

AGC
（神奈川県、茨城県）

日本板硝子
（千葉県）

セントラル硝子プロダクツ
（三重県）

J-FAR実証事業 2024年度活動実績
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J-FAR実証事業 2024年度活動実績



結果:合わせガラスの中間膜の除去が不十分
25

J-FAR実証事業 2024年度活動実績 フロントガラス回収
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結果:概ねカレット受け入れ品質基準を満たすも、色の分別が不十分（混入有り）

J-FAR実証事業 2024年度活動実績 サイドガラス回収
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結果:防曇用熱線（銀ﾌﾟﾘﾝﾄ）と黒セラの除去が不十分（多量に混入有り）

J-FAR実証事業 2024年度活動実績 リアガラス回収
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合わせガラスの中間膜の除去が不十分であり、改善が必要

・フィルム付きのガラスは回収対象とせずであったが、中間膜（特にガラス切断面の
三日月状のもの）は選別工程で十分に分離できず。

フロントガラス

ＵＶカットガラスの分別が不十分であり、改善が必要

・解体工程でＵＶカットガラス有無が混在した可能性がある。

サイドガラス

銀プリント、黒セラミックプリントが混入しており、改善が必要

・銀プリント、黒セラミックプリントが選別工程で十分に分離できず。

リアガラス

J-FAR実証事業 2024年度活動実績 まとめ（品質）
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改定受入品質ガイドライン 改定回収ガイドライン

J-FAR実証事業 2024年度実証事業を踏まえたガイドライン改定版
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2025年度下期 2025年度上期主担当 調査項目 

●品質確認
●回収解体業者

板ガラス会社
自動車由来のガラスカレット品質確認（第２回目）
（自動車ガラスの回収と品質確認 試験）

 ●検討板ガラス会社
 

再生原料基準と自動車ガラス回収ガイドライン検討 

●検討開始（コスト分析・改善、候補選定、事業効果等）※MURCコンソーシアム構築に向けた検討

※MURCは三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

J-FAR実証事業 2025年度活動計画

●再生原料仕様の基準案の改訂版をもとに、２０２５年度の回収と品質確認試験を実施、ガイドラインの見直しを検討する

●コンソーシアム構築にむけてコスト分析・改善、をおこない、経済合理性を含んだコンソーシアムを構築する
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目指す姿:経済合理性を加味したしたコンソーシアムの構築

課題;
•カレット品質向上と解体業者とカレット業者の処理コストの削減
•輸送コストの削減（他のリサイクル材との共同輸送など）による費用対効果の高い回収エリア拡大
•費用対効果の高い地域内での解体業者~カレット業者によるELVリサイクルコンソーシアム設立

J-FAR実証事業 2025年度活動計画まとめ

AGC鹿島

AGC京浜

CGP松阪

NSG千葉

内航船

内航船
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End of File

ご清聴ありがとうございました。


